
東京都立八王子東高等学校同窓会会則 

（2015年 6月 7日現在）  

第 １ 章  総 則 

第１条（名称及び事務局）  

本会は、東京都立八王子東高等学校同窓会（以下、本会と記す）と称し、その事務局を東京都立

八王子東高等学校（以下、本校と記す）内に置く。  

第２条（目 的）  

本会は、会員相互の親睦と互助ならびに本校の発展に寄与することを目的とする。  

第３条（事 業）  

本会は、前条の目的を達成するために、次の各号に挙げる諸事業を行なう。  

一、会員相互の親睦を深めるための諸行事  

二、本校の発展への寄与  

三、その他、本会の目的を達成するために必要な諸事業  

２．本会は、次の各号に挙げる諸事業は行なわない。  

一、政治的・宗教的・商業的行為  

二、本会の目的を妨げる諸事業  

 

第 ２ 章  会 員 

第４条（正会員及び客員）  

本会は、次の会員をもって構成する。  

一、正会員  

二、客 員  

三、特別客員  

２．正会員とは、次の各号に挙げる者をいう。  

一、本校卒業生で本会入会を希望した者  

二、本校に在籍した者で本会入会希望を役員会が承認した者 

３．客員とは、本校現教職員及び同旧教職員のうち本会入会を希望した者をいう。  

４．特別客員とは、本校旧校長で本会入会を希望した者をいう。  

第５条（会員の義務）  

正会員は、第 27条に定める規定により、会費を納入しなければならない。  

２．会員は、その姓名、連絡先等に変更が生じたときは、速やかに役員会に届け出なければならない。  

 

第 ３ 章  組 織 

 

第１節  役 員 

第６条（役員の定数及び職務）  

本会に次の役員を置く。  

一．会 長   １名 

二．副 会 長  ３名 

三．会 計   ４名 

四．書 記   ４名 

２．会長は、本会の会務全般を統括する。  

３．副会長は、会長を補佐して会務を処理し、会長に事故あるときはその職務を代理する。  



４．会計は、本会の会計事務全般を担当し処理する。  

５．書記は、本会各機関の議事を記録し、議事録及び各種文書を管理する。  

第７条（選任）  

役員は正会員より選任される。  

２．役員は総会において承認され選任される。但し第 9条に該当する場合はこの限りでない。 

３．役員と幹事との兼任は、これを妨げない。  

４．（削除） 

第８条（任期）  

役員の任期は、役員等の改選を議題とする総会で承認を受けた時点に始まる。  

２．役員の任期は、選任後最初の定期総会を持って終わる。但し、本人が辞任した場合、および交代の

必要が生じた場合はこの限りではない。  

３．（削除） 

第９条（欠員の補充）  

役員等の改選を議題とする総会で選任され第 6条第 1項に規定する定数を満たしていた役員につ

いて、その任期途中で欠員を生じたときは、役員会において後任を選任する。  

２．役員等の改選を議題とする総会で選任された役員が第 6条第 1項に規定する定数を満たさず、欠員

の状態である場合、該当欠員役員については、役員会において選任し、選任後最初の総会において報告

するものとする。  

 

第２節  幹 事 

第 10条（幹事及び代表幹事の職務） 

幹事は、本校在学中の学級を単位として正会員の動向を把握し、特に次の各号のような情報を得

た場合には迅速に役員会に連絡することによって、或いは同窓会からの連絡を正会員に伝えることによ

って本会の活動に協力する。  

一．会員の氏名・連絡先（住所・電話番号）の変更  

二．会員の訃報  

三．会員から同窓会への要望・苦情・郵便物が届かなかった場合の連絡等  

２．代表幹事は、各卒業期を代表し、役員会と幹事との意志疎通を図ることによって、本会の活動に協

力する。  

第 11条（選任）  

幹事は、卒業時の１学級ごとに２名以上を当該学級において選任する。  

２．卒業時以降であっても、当該学級または当該期の幹事会もしくは代表幹事の判断で幹事を選任する

ことができる。  

３．代表幹事は、各卒業期ごとの幹事の互選により１名を選任する。  

４．副代表幹事は、各卒業期ごとの幹事の互選により各１名以上を選任する。  

第 12条（任期）  

幹事の任期は特に定めない。  

第 13条（代表幹事の補充）  

代表幹事に欠員を生じたときは、選任母体である当該卒業期の幹事の互選により、後任者を選任

することができる。  

第 14条（交代）  

（削除）  

 



第 ４ 章  機 関 

第 15条（設置機関）  

本会に次の機関を置く。  

一．総会  

二．役員会  

三．代表幹事会  

四．各期幹事会  

五．委員会  

六．監査  

第 16条（総会の招集）  

定期総会は、会計年度終了後４か月以内に、会長が招集する。  

２．役員会が必要と認めたときは、会長は臨時総会を招集することができる。  

３．正会員の１００人が要求したときは、会長は臨時総会を招集しなければならない。  

第 17条（総会の案件）  

次の各号に挙げる案件は、総会にて審議・議決する。  

一．年度会務（年度は本会の会計年度とする）の報告及び承認  

二．予算の審議及び決定  

三．決算の審議及び承認  

四．役員及び第 32条第 1項の監査の選任もしくは承認  

五．本会則の改正  

六．その他、本会の行なう諸事業に関する重要事項の審議及び決定  

２．定期総会においては第 1項の第一号から第四号までの案件を必ず審議・議決する。  

３．臨時総会においては必要な案件を審議・議決する。  

第 18条（総会の議決）  

総会の議事は、出席会員による拍手または挙手によって過半数が認めたときに決する。  

第 19条（役員会の構成）  

役員会は、第６条第１項の役員をもって構成する。 

２．代表幹事及び副代表幹事は役員会に出席することができる。  

３．委員会の委員は役員会が必要と認めた場合に、役員会に出席することができる。  

第 20条（役員会の職務）  

役員会は、次の各号に挙げる事項を行なう。  

一．会務計画の作成、決定及び執行  

二．予算及び決算の作成  

三．本会則の改正案の立案  

四．役員等の改選を議題とする次期総会に向けた役員候補者及び第 32 条第 1 項の監査候補

者の推薦  

五．その他、本会の目的を達成するために必要な諸事業の立案、決定及び執行  

第 21条（役員会の招集及び議決）  

役員会は会長が招集する。  

２．役員会の会期は特に定めない。  

３．役員会の議決には、第 18条の規定を準用する。  

第 22条（代表幹事会）  

代表幹事会は第 10条第２項の代表幹事をもって構成する。  



２．代表幹事会は各卒業期相互の連絡・調整を行ない、親睦を図る。   

３．代表幹事会は会長が招集する。  

第 23条（幹事会及び各期幹事会）  

幹事会は、総会以外に会長が必要と認めた場合に招集され、討議及び作業等を行なう。  

２．各期幹事会は各卒業期の幹事をもって構成し、各卒業期単位内の連帯を深める。  

３．各期幹事会は各期代表幹事が招集する。  

第 24条（委員会）  

役員会は、同窓会事業推進の必要に応じて委員会を設置することができる。  

２．委員会の設置、改廃、委員の選任等については役員会が必要に応じて行うことができる。  

 

第 ５ 章  会 計 

第 25条（資産）  

本会の資産は、会費、寄付金、本会の取得した不動産及び物品ならびにその他の収入とする。  

第 26条（経費）  

本会の経費は、会費、寄付金、その他の収入をもって支弁する。  

第 27条（会費）  

正会員は、入会時に金７０００円を基本終身会費として納入する。  

２．2008 年度以降に卒業し、かつ、卒業年から満１０年を経た正会員は、金３０００円を２０年目ま

での継続会費として納入する。以降１０年目毎に同じく継続会費を納入する。  

３．2007 年度以前に卒業し、かつ、卒業年から満２０年を経た正会員は、金３０００円を３０年目ま

での継続会費として納入する。以降１０年目毎に同じく継続会費を納入する。  

４．会費の額の改定は、総会にて審議・議決する。  

５．臨時に会費を徴収する必要が生じたときは、役員会で検討し、その後総会の承認を必要とする。  

６．正規の会費として納入された金員は、いかなる理由があっても返却しない。  

第 28条（予算および補正予算）  

役員会は、予算案を会計年度開始までに編成し、当該年度の定期総会にて承認を受け、当該会計

年度開始日に遡及して執行する。  

２．役員会は、当該年度中に当初の予算を補正する必要を認めた場合、補正予算案を編成し、監査およ

び顧問の承認を受け、執行できるものとする。  

第 29条（会計の職務）  

会計は、作成した年度予算及び決算を役員会の承認を経て監査に提出しなければならない。  

２．会計は、本会の資産状態、予算及び決算を、監査報告を付して、総会に提出しなければならない。  

第 30条（会計年度）  

本会の会計年度は、毎年７月１日に始まり、翌年６月末日をもって終わる。 

 

第 ６ 章  監 査 

第 31条（定数及び職務）  

本会に 3名の監査を置く。  

２．監査は、本会の資産の管理運用及び予算の執行が適正に行なわれることを期するため、随時本会の

会計及び業務の監査を行なう。  

第 32条（選任） 

選任については、第 7条第 1項、第 2項及び第 3項を準用する。  

２．（削除）  



第 33条（任期）  

任期については、第 8条第 1項及び第 2項を準用する。  

２．（削除） 

第 34条（欠員の補充）  

欠員の補充については、第 9条第 1項及び第 2項を準用する。  

第 35条（役員会への出席）  

監査は必要に応じて役員会に出席することができる。  

 

第 ７ 章  補 則 

第 36条（顧問）  

本会は、本校現教職員の互選により選任された若干名を顧問として置き、会務の円滑な運営を図

る。 

 

附 則 

第１条（施行期日）  

この会則は１９７９年３月９日から施行する。  

第２条（改正期日）  

この会則は１９８０年６月１日に改正され施行する。  

 ２．この会則は１９８１年６月７日に改正され施行する。  

 ３．この会則は１９８４年６月３日に改正され施行する。  

 ４．この会則は１９８５年６月２日に改正され施行する。  

 ５．この会則は１９８６年６月１日に改正され施行する。  

 ６．この会則は１９８７年６月７日に改正され施行する。  

 ７．この会則は１９９２年６月７日に改正され施行する。  

 ８．この会則は１９９３年６月６日に改正され施行する。  

 ９．この会則は１９９５年６月４日に改正され施行する。  

１０．この会則は１９９６年６月２日に改正され施行する。  

１１．この会則は１９９７年６月１日に改正され施行する。  

１２．この会則は１９９９年６月６日に改正され施行する。  

１３．この会則は２０００年６月４日に改正され施行する。  

１４．この会則は２００１年６月３日に改正され施行する。  

１５．この会則は２００２年６月２日に改正され施行する。  

１６．この会則は２００３年６月１日に改正され施行する。  

１７．この会則は２００４年６月６日に改正され施行する。  

１８．この会則は２００５年６月５日に改正され施行する。  

１９．この会則は２００８年６月１日に改正され施行する。  

２０．この会則は２００９年６月７日に改正され施行する。 

２１．この会則は２０１０年６月６日に改正され施行する。 

２２．この会則は２０１５年６月７日に改正され施行する。 

第３条（特則） 

第 30 条に定める会計年度は、2015 年度のみ 2015 年 4 月 1 日に始まり、2016 年 6 月末日をも

って終わる。 

 



 

 

 

 

 

 

～同窓会慶弔規約～ 

 

第１条 本会は、以下に定める慶事に際し、電報・花束等の品物の送付、または金銭の支出（以下「支

出等」という）をすることができるものとする。  

一．年次事業計画として承認された同窓会または本校関連行事  

二．同期会、クラブ OBOG会  

三．その他同窓会または本校関連行事で、役員会が適切と判断した行事  

２．送付する品物及び支出する金銭の金額は役員会にて決定し、事前に総会の承認を得るものとする。  

３．前項の規定に拘わらず、本条第１項第２号及び第３号の場合は、事前に総会の承認を得ることなく

支出等を行うことができるものとする。但し、支出等を行った後の最初の総会にて報告し、承認を得る

ものとする。  

第２条 本会は、役員・監査・本校現校長・顧問・特別客員（元校長）・元会長の弔事に際し、香典・弔

電・生花により弔意を表することができる。  

２．前項の規定に拘わらず、役員会が適切と判断した場合には、事前に総会の承認を得ることなく弔意

を表することができるものとする。但し、その後の最初の総会にて報告し、承認を得るものとする。 

第３条 本会は慶弔の返礼は受け取らないものとする。  

 

この規約は２００９年６月７日に改正され施行する。 

 

 

～会員情報取扱規約～ 

第１条（会員情報）  

本会は、本会会員につき下記の情報を収集し、管理するものとする。  

一．氏名  

二．住所  

三．電話番号  

四．その他必要な情報  

２．上記その他必要な情報は、社会環境の変化などにしたがって役員会で決定するものとする。  

第２条（名簿委員会）  

役員会は名簿委員会を設置し、会員情報の管理にあたるものとする。 

第３条（利用目的）  

第１条により収集した情報は、同窓会からの連絡または会員相互の親睦を図る目的にのみ利用す

るものとする。 

第４条（会員情報の取得・管理）  

名簿委員会は、会員及び入会希望者からの連絡にしたがって、適正に会員情報を取得及び変更し、

管理するものとする。 

第５条（会員名簿）  



（削除） 

第６条（会員情報の開示制限）  

会員情報は、本会会員以外の部外者には開示しないものとする。 

 

この規約は２００４年６月６日に改正され施行する。 


